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（仮称）練馬区障害者の意思疎通に関する条例（素案）に寄せられた 

意見と区の考え方について 

 

 

１ 意見の受付状況 

 （１）意見募集期間 

    令和４年２月 14 日（月）から令和４年３月 14 日（月）まで 

  

（２）周知方法 

  ア 区報（２月 11日号）、区ホームページへの掲載、区民情報ひろば、区民事務所（練

馬を除く）、図書館（南大泉図書館分室を除く）、障害者地域生活支援センター、障

害者施策推進課での閲覧 

     

   イ 障害者団体へのヒアリング 

     対象団体 16団体に対し素案を送付し、希望に応じて対面またはオンラインによる

ヒアリングを行った。 

対象団体 

練馬区肢体不自由児者父母の会 

練馬区視覚障害者福祉協会 

練馬区聴覚障害者協会 

練馬区難聴児者を持つ親の会 

練馬手をつなぐ親の会 

ＮＰＯ法人練馬精神保健福祉会 

練馬区介護人派遣センター 

練馬区重症心身障害児（者）を守る会 

ちゅうりっぷの会 

つぼみの会(高次脳機能障害者と家族の

集い) 

ＮＰＯ法人障がい児・者の学びを保障す

る会 

練馬区失語症友の会希望の会 

練馬区福祉園父母の会連絡会 

ＮＰＯ法人Ｉ am ＯＫの会 

練馬パーキンソン病友の会 

こころの健康を考える会 

 

 （３）意見件数 

126 件（20 名・10 団体） 

 

 

 

 



2 

 

２ 寄せられた意見の内訳 

分類 件数 

条例全体に関すること 15 

定義 20 

基本理念 ９ 

区の責務 ４ 

区民の役割 ２ 

事業者の役割 ２ 

多様な意思疎通手段に係る施策の実施 61 

その他 13 

合計 126 

 

３ 寄せられた意見に対する対応状況 

区分 内容 件数 

◎ 意見の趣旨を踏まえて条例に反映するもの 18 

〇 素案に趣旨を掲載しているもの 36 

□ 素案に記載はないが、他の施策等で既に実施しているもの 11 

△ 事業実施等の際に検討するもの 57 

※ 趣旨を反映できないもの １ 

― その他 ３ 

合計 126 
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４ 寄せられた意見と区の考え 

No. 意見の概要 区の考え方 
対応

区分 

条例全体に関すること 

１ 

他自治体のような、手話だけに特

化した条例ではないところが良い。 

条例検討の中で、各障害者団体か

ら障害によるコミュニケーション

の困難さは様々であり、手話だけで

なく広く扱ってほしいとの意見が

ありました。ご意見を踏まえて、障

害者の意思疎通手段を広く捉えた

条例としています。 

〇 

２ 

各障害に対する意見がしっかり

反映されている内容で、とても良い

と思う。スムーズに区議会で議決、

施行されることを望む。 

練馬区障害者地域自立支援協議

会の専門部会として（仮称）意思疎

通条例検討部会を設置し、条例の検

討を進めてきました。ご意見を踏ま

えて、障害者の意思疎通手段を広く

捉えた条例としています。 

〇 

３ 

手話言語について、今回の条例で

取り上げることに感謝する。基本理

念や施策において手話を含んでい

ることを評価する。（同様意見ほか

１件） 

条例検討の中で、聴覚障害者（ろ

う者）の主なコミュニケーション手

段は手話言語である等の意見があ

りました。ご意見を踏まえて、基本

理念や施策において、手話言語につ

いて別に規定を設けています。 

〇 

４ 

「誰もが人格と個性を尊重し合

いながら共生する社会の実現」が明

記され、対象者や意思疎通の手段に

ついて従前より広げて考えられて

いることを評価する。 

条例検討の中で、各障害者団体か

ら障害によるコミュニケーション

の困難さは様々であり、手話だけで

なく広く扱ってほしいとの意見が

ありました。ご意見を踏まえて、障

害者の意思疎通手段を広く捉えた

条例としています。 

〇 

５ 

内容としては、基本理念や施策に

おいて、多様な意思疎通手段とは別

に手話言語について定めているこ

とから、題名を「手話言語および障

害者の意思疎通」もしくは「障害者

の意思疎通および手話言語」とした

方が、内容を表した条例名になると

条例の題名について、内容をより

明確に表すよう、ご意見を踏まえ、

「手話言語」を追加し、「練馬区障害

者の意思疎通の促進と手話言語の

普及に関する条例」とします。 

◎ 
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思う。（同様意見ほか１件） 

６ 

練馬区聴覚障害者協会と関係団

体は、ろう者の権利として「手話言

語条例」の制定を求めてきた経緯が

ある。「手話言語条例」の主旨を組み

込むならば、題名に、手話言語に関

わる内容を含むことを明記してほ

しい。 

条例の題名について、内容をより

明確に表すよう、ご意見を踏まえ、

「手話言語」を追加し、「練馬区障害

者の意思疎通の促進と手話言語の

普及に関する条例」とします。 

◎ 

７ 

他の区では条例に「手話言語」を

含めた名称になっている。23 区の中

でも後発で制定する手話言語に関

する条例であるにもかかわらず、一

歩遅れた印象となる。条例名に「手

話言語」の文言を加えるよう検討し

てほしい。 

条例の題名について、内容をより

明確に表すよう、ご意見を踏まえ、

「手話言語」を追加し、「練馬区障害

者の意思疎通の促進と手話言語の

普及に関する条例」とします。 

◎ 

８ 

「障害者の意思疎通」だけでは、

聞こえる人中心のように思ってし

まう。条例名に「手話言語」を明記

し、聞こえない人も平等に社会参加

できるようにしてほしい。 

条例の題名について、内容をより

明確に表すよう、ご意見を踏まえ、

「手話言語」を追加し、「練馬区障害

者の意思疎通の促進と手話言語の

普及に関する条例」とします。 

◎ 

９ 

条例名に「手話言語」を入れてほ

しい。（同様意見ほか３件） 

条例の題名について、内容をより

明確に表すよう、ご意見を踏まえ、

「手話言語」を追加し、「練馬区障害

者の意思疎通の促進と手話言語の

普及に関する条例」とします。 

◎ 

10 

手話言語条例と意思疎通に関す

る条例を平行して作成して頂きた

い。 

この条例は、手話言語の普及につ

いても定めています。条例の題名を

内容がより明確になるよう、「手話

言語」を追加し、「練馬区障害者の意

思疎通の促進と手話言語の普及に

関する条例」とします。 

〇 

定義 

11 

多様な意思疎通手段の定義に「指

文字」を入れてほしい。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉えるとと

もに、具体的な手段が伝わるよう例

示して規定しています。ここに例示

〇 
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されているものだけでなく、個々の

状況に応じた手段があるものと考

えています。「指文字」は加えて例示

はしませんが、多様な意思疎通手段

に含まれています。 

12 

ノンバーバルコミュニケーショ

ンを入れてほしい。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉えるとと

もに、具体的な手段が伝わるよう例

示して規定しています。ノンバーバ

ルコミュニケーションは言葉によ

らないコミュニケーションであり、

知的障害や聴覚障害など様々な障

害特性のある方との意思疎通手段

として用いられていることから、代

表例として「身振り」を加えて例示

します。 

◎ 

13 

やさしい日本語で明確に話す、書

くことが重要。区職員をはじめ、事

業者や区民の意識を変えるため、多

様な意思疎通手段にある「平易な表

現」を「やさしい日本語とわかりや

すい話しかた」に変更してはいかが

か。 

障害者とのコミュニケーション

を円滑にするには、「やさしい日本

語で分かりやすい話し方」が効果的

な場合があると考えています。区は

今後、区民・事業者向けに、様々な

生活場面ごとに具体例を示した障

害者とのコミュニケーションガイ

ドブックを作成し、ガイドブックを

活用した講座等を実施します。その

中で、意思疎通手段の具体的内容や

障害の特性についても周知します。 

△ 

14 

障害者の定義において「相当な制

限を受ける状態にあるもの」は、対

象となる障害者を狭めている。手帳

の有無に関わらず、あらゆる障害者

を対象とするべき。 

障害者の定義については、障害者

基本法の定義を踏まえ定めていま

す。障害の程度や手帳の有無にかか

わらず、障害者と定義しています。 

〇 

15 

多様な意思疎通手段の定義に、カ

ード、指さしボード、指文字も追加

して欲しい。コンビニやスーパー等

のレジで活用して欲しい。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉えるとと

もに、具体的な手段が伝わるよう例

◎ 
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示して規定しています。ご意見を頂

いたそれぞれの手段については、聴

覚障害や知的障害、重症心身障害な

ど様々な障害特性のある方との意

思疎通手段として用いられている

ことから、代表例として「コミュニ

ケーションボード」を加えて例示し

ます。 

16 

「多様な意思疎通手段」の定義に

ついて、知的障害者や聴覚障害者は

顔の表情も併せて、相手の話してい

る内容や雰囲気を理解するため、表

情、身振り、手振り、実物や絵の提

示、コミュニケーションボードなど

を入れていただきたい。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉えるとと

もに、具体的な手段が伝わるよう例

示して規定しています。ご意見を頂

いたそれぞれの手段については、聴

覚障害や知的障害、重症心身障害な

ど様々な障害特性のある方との意

思疎通手段として用いられている

ことから、代表例として「コミュニ

ケーションボード」「身振り」を加え

て例示します。 

◎ 

17 

要約筆記という言葉に抵抗があ

る。情報は全文を筆記すべき。全文

を筆記できる通訳者を養成し、派遣

して欲しい。筆記通訳もしくは文字

通訳という言葉を用いてほしい。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉えるとと

もに、具体的な手段が伝わるよう例

示して規定しています。ここに例示

されていない手段についても、多様

な意思疎通手段に含まれています。 

ご意見を踏まえ、文字による意思

疎通手段は要約筆記に加え、「文字

の表示」を例示します。 

〇 

18 

難聴のある方の情報保障には、文

字通訳がある。多様な意思疎通手段

の定義において、文字通訳も含んで

ほしい。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉えるとと

もに、具体的な手段が伝わるよう例

示して規定しています。ここに例示

されていない手段についても、多様

な意思疎通手段に含まれています。 

〇 
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ご意見を踏まえ、「文字の表示」を

加え、文字での情報が必要な方がい

ることを示します。 

19 

多様な意思疎通手段として、口元

が見えるマスクなど具体的な手段

の必要性を書いてほしい。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉えるとと

もに、具体的な手段が伝わるよう例

示して規定しています。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。その中で、意思疎通手段の具体

的内容や障害の特性についても周

知します。 

△ 

20 

多様な意思疎通手段の定義にあ

る「手話」を「手話言語」に修正し

てほしい。（同様意見ほか１件） 

多様な意思疎通手段の定義では、

手段の一つとして「手話」としてい

ますが、基本理念において手話言語

について、手話が独自の言語である

ことを示します。区は手話言語を音

声言語である日本語とは異なる「手

指や体の動き、顔の表情を使って視

覚的に表現する言語」であると考え

ています。多様な意思疎通手段の定

義にある「手話」は音声言語を補う

場合に用いられるものも含んで広

く捉えているため、一つの手段とし

て「手話」としています。 

〇 

21 

手話言語とそれを取り巻く文化

は、日本語、英語、中国語と同様に

捉えるべきものであると考える。点

字や平易な日本語などにおける情

報保障はあくまで同じ「日本語」を

書き換えたものになり、手話言語へ

の置き換え（翻訳）は、それとは異

なるものであると考える。日本語で

意思を伝え合う方法を広く意思

疎通手段と捉えており、言語である

手話についても意思疎通手段の一

つとして、検討を進めてきました。

一方で、手話が言語であることの普

及が必要なことから、基本理念や施

策において、手話言語の普及につい

て別に定めています。 

〇 
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の保障と同等の扱いとして手話言

語について併記していることは、手

話言語に対する理解不足と感じる。 

22 

現在、手話に関する用語は、手話、

日本手話、日本語対応手話等があ

る。そのことを踏まえて全日本ろう

あ連盟が見解を出している「手話言

語」に統一するのが妥当と考える。

練馬区聴覚障害者協会と関係団体

は、ろう者の権利として「手話言語

条例」の制定を求めてきた経緯があ

る。その「手話言語条例」を「意思

疎通に関する条例」に組み込むなら

ば、多様な意思疎通手段にある「手

話」を「手話言語」に変更してほし

い。 

多様な意思疎通手段の定義では、

手段の一つとして「手話」としてい

ますが、基本理念において手話言語

について、手話が独自の言語である

ことを示します。区は手話言語を音

声言語である日本語と異なる「手指

や体の動き、顔の表情を使って視覚

的に表現する言語」であると考えて

います。多様な意思疎通手段の定義

にある「手話」は音声言語を補う場

合に用いられるものも含んで広く

捉えているため、「手話」としていま

す。 

〇 

23 

視覚と聴覚の重複障害がある「盲

ろう者」について明言してほしい。

盲ろう者は、障害の程度によってさ

まざまな情報入手やコミュニケー

ションにおける困難さを抱えてい

る。盲ろう者のコミュニケーション 

手段として「触手話」や「指点字」

があるため、「多様な意思疎通手段」

の中に盛り込んでほしい。 

障害者の定義については、障害者

基本法の定義を踏まえています。障

害の程度や手帳の有無にかかわら

ず、障害者を定義しており、「盲ろう

者」も含まれるものと考えていま

す。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉えるとと

もに、具体的な手段が伝わるよう例

示して規定しています。ご意見を踏

まえ、「触手話」「指点字」を加えて

例示します。 

◎ 

24 

練馬区では、失語症者・高次脳機

能障害者に対する支援を、中村橋福

祉ケアセンターを中心に積極的に

進められているため、意思疎通支援

事業の方向性を示すために、「高次

脳機能障害」を障害者の定義の中に

明示することが必要であると考え

る。 

障害者の定義については、障害者

基本法の定義を踏まえています。障

害の程度や手帳の有無にかかわら

ず、障害者を定義しており、「高次脳

機能障害」も含まれるものと考えて

います。条例制定を機に、高次脳機

能障害、特に失語症の方の意思疎通

を支援する取組を検討します。 

〇 
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25 

高次脳機能障害は、脳の損傷によ

る障害であって、身体、知的、精神、

難病その他のいずれとも違う障害

の顕れ方があるため、「障害者」の定

義に高次脳機能障害（失語症を含

む）を明文化してほしい。（同様意見

ほか１件） 

障害者の定義については、障害者

基本法の定義を踏まえています。障

害の程度や手帳の有無にかかわら

ず、障害者を定義しており、「高次脳

機能障害」も含まれるものと考えて

います。条例制定を機に、高次脳機

能障害、特に失語症の方の意思疎通

を支援する取組を検討します。 

〇 

26 

「多様な意思疎通手段」を「多様

な意思疎通支援の手段およびサポ

ーター」としてほしい。失語症者は、

脳内にイメージがありながら言語

化することが困難という特性から、

自分の思いを言葉に出来ない。失語

症者の考えを理解して言語化する

など、専門的知識と技術を持った人

を必要としている。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉えるとと

もに、具体的な手段が伝わるよう例

示して規定しています。 

今後、障害当事者や障害者団体等

のご意見を伺いながら、高次脳機能

障害、特に失語症の方の意思疎通を

支援する取組を検討していきます。 

△ 

27 

失語症の意思疎通支援は、会話パ

ートナーが支援するが、そのまま言

葉を置き換えるということではな

い。そのため、多様な手段も重要だ

が、人的な支援が最も大切だと思

う。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉え、具体

的な手段が伝わるよう例示して規

定しています。 

今後、障害当事者や障害者団体等

のご意見を伺いながら、高次脳機能

障害、特に失語症の方の意思疎通を

支援する取組を検討していきます。 

△ 

28 

手段には、手話や要約筆記、それ

を扱う支援者を含んでいると思う

が、知的障害者には難しい言葉をや

さしく言い直したり、その場の雰囲

気を伝える意思疎通支援者が必要

な場合が多い。そこで、そのような

他者との意思疎通を支援する者を

入れていただきたい。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉えるとと

もに、具体的な手段が伝わるよう例

示して規定しています。介助者等が

代弁することも必要な意思疎通手

段であることから、多様な意思疎通

手段に「代弁」を加えて例示します。 

◎ 

基本理念 

29 
「誰もが互いに人間としての尊

厳を認める」「障害者の自立生活が

障害者一人一人の自立した地域

生活を支えるには、コミュニケーシ

〇 
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促進される」という文言を追加して

ほしい。多様な手段を用いて自分の

意思を表明することで、自立して生

活することができる。 

ョンの充実が必要です。この条例で

は、多様な意思疎通手段を充実する

ことにより、障害者の社会参加を促

進し、相互に人格と個性を尊重しな

がら共生する社会の実現に寄与す

ることを目的として定めています。 

30 

「手話が言語である」という内容

が入っている点は評価する。しか

し、ろう者にとっては手話言語に関

する規定が少ない印象がある。基本

理念においても「手話言語」という

言葉を使ってほしい。 

第３条「基本理念」において手話

言語について、独自の言語であるこ

とを示します。 

◎ 

31 

手話言語はどのような人たちが

使っていて、具体的にどのようなも

のかということを示してほしい。

「手話言語」を明記し、手話言語条

例を作ってほしいという思いを汲

んでほしい。 

第３条「基本理念」において手話

言語について、独自の言語であるこ

とを示します。 

◎ 

32 

「ろう者」は不適的な表現でない

か。手話を使うのは「ろう者」だけ

ではなく、中途難聴などの耳の不自

由な人の多くは補聴器を使用しつ

つ、手話・口話・身振り等を含めた

表現を使用して、日常生活や社会生

活を送っている。「聴覚が不自由な

人」などの表現方法を変えてほし

い。 

中途難聴の方なども、手話を使っ

ていると認識しています。ろう者に

ついて、聴覚に障害がある方のう

ち、手話を使い日常生活または社会

生活を送る方である旨を加えます。 

◎ 

33 

ろう者とは何か説明して欲しい。 ろう者について、聴覚に障害があ

る方のうち、手話を使い日常生活ま

たは社会生活を送る方である旨を

加えます。 

◎ 

34 

基本理念に難聴者を追記してほ

しい。手話はろう者だけでなく、難

聴者も使用している。（同様意見ほ

か１件） 

中途難聴の方なども、手話を使っ

ていると認識しています。ろう者に

ついて、聴覚に障害がある方のう

ち、手話を使い日常生活または社会

生活を送る方である旨を加えます。 

〇 
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35 

「手話言語で意思疎通を図りや

すい環境を構築すること」という言

葉を加えてほしい。日本語が苦手だ

と筆談によるコミュニケーション

が難しい。手話通訳者を介してのコ

ミュニケーションだけでなく、手話

言語を身につけて、ろう者と直接手

話でコミュニケーションが取れる

ことが大切だと思う。そうしたこと

が、ろう者の社会参加につながると

思う。 

手話言語で意思疎通を図りやす

い環境を構築することは、第７条

「区の施策」において定める「多様

な意思疎通手段の選択の機会の確

保に関する施策」や「手話が言語で

あることの普及に関する施策」に含

まれるものと考えています。手話を

様々な場所で使えるように取組を

進めます。 

〇 

36 

手話や聴覚障害ということを定

めるだけでなく、具体的に聴覚障害

の特徴を入れてほしい。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。その中で、意思疎通手段の具体

的内容や障害の特性についても周

知します。 

△ 

区の責務 

37 

区の責務として、「区は、障害者の

意思疎通に当たり、手話言語の普及

そして手話言語の使用しやすい環

境整備に努めます。」という言葉を

加えてほしい。（同様意見ほか２件） 

手話言語で意思疎通を図りやす

い環境を整備することは、「区の施

策」において定める「多様な意思疎

通手段の選択の機会の確保に関す

る施策」や「手話が言語であること

の普及に関する施策」に含まれるも

のと考えます。手話を様々な場所で

使えるように取組を進めます。 

△ 

38 

これまで、聞こえない人へのサポ

ートは少なかったと思う。聞こえな

い人は社会参加しづらい現状があ

る。そうしたことを変えるために

も、区の責務をもっと示してほし

い。 

この条例では、多様な意思疎通手

段の充実および手話が言語である

ことを普及することにより、障害者

の社会参加を促進し、共生社会の実

現を目指しています。区の責務とし

て、多様な意思疎通手段を充実し、

障害者の社会参加を促進するため

の様々な施策を実施していきます。 

○ 
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区民の役割 

39 

区民の役割に、意思疎通を支援す

る者（コミュニケーション支援者）

としての役割を具体的に入れてほ

しい。「コミュニケーション支援者

とは、手話通訳者、要約筆記者、点

訳者、音訳者、盲ろう者通訳・介助

員その他障害のある人への伝達の

補助等の支援を行う者をいう。」と

いうような説明を加えてほしい。 

区民の役割は、基本理念への理解

を深め、区が実施する施策に協力す

ることとしています。共生社会の実

現に向け、多様な意思疎通手段や障

害特性について理解し、尊重し合う

ことが、障害者のコミュニケーショ

ンをサポートすることにつながる

ものと考えています。区は今後、区

民・事業者向けに、様々な生活場面

ごとに具体例を示した障害者との

コミュニケーションガイドブック

を作成し、ガイドブックを活用した

講座等を実施します。その中で、意

思疎通を支援する方々についても

周知します。 

△ 

40 

区民の役割として、「障害者が安

全な生活（災害時・緊急時）を送れ

るよう、共助の精神に基づき適切な

意思疎通手段を用いて支援するよ

う努めるものとします」と追加して

ほしい。災害時、緊急時に障害者が

命を守り、取り残されないために

は、日頃から、地域コミュニティに

よる理解、災害発生時の切れ目のな

い情報提供、意思疎通支援による困

りごとの聞き取り等が不可欠だと

思う。 

区民の役割は、基本理念への理解

を深め、区が実施する施策に協力す

ることとしています。共生社会の実

現に向け、多様な意思疎通手段や障

害特性について理解し、尊重し合う

ことが、障害者のコミュニケーショ

ンをサポートすることにつながる

ものと考えています。区は今後、区

民・事業者向けに、様々な生活場面

ごとに具体例を示した障害者との

コミュニケーションガイドブック

を作成し、ガイドブックを活用した

講座等を実施します。平時に限らず

様々な場面で取り組まれることを

目指しています。 

〇 

事業者の役割 

41 

筆談をしてくれない事業者があ

るので、環境の整備について義務化

してほしい。 

筆談などの必要な配慮は、「障害

者差別解消法」および「東京都障害

者への理解促進及び差別解消の推

進に関する条例」に定められている

合理的配慮の提供に当たり、事業者

□ 
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は、障害のある方からの申し出によ

り、過重な負担のない範囲で提供し

なければなりません。区は、事業者

による取組が進むよう、障害による

差別解消に向け、引き続き取り組ん

でいきます。 

42 

事業者の役割について、基本理念

にのっとり、障害者が意思疎通手段

を利用するための合理的配慮をす

るように努めなければならない等、

踏み込んだ内容でなければ、実効性

に欠けるのではないかと思う。 

事業者の役割は、基本理念への理

解を深め、区が実施する施策に協力

すること、障害の特性に応じた意思

疎通手段を利用しやすい環境の整

備に努めるものとしています。共生

社会の実現に向け、多様な意思疎通

手段や障害特性について理解し、尊

重し合うことが、障害者のコミュニ

ケーションをサポートすることに

つながるものと考えています。区は

今後、区民・事業者向けに、様々な

生活場面ごとに具体例を示した障

害者とのコミュニケーションガイ

ドブックを作成し、ガイドブックを

活用した講座等を実施します。 

□ 

多様な意思疎通手段に係る施策の実施 

43 

「手話言語は言語であることの

普及・理解啓発する取組」に加え、

「手話言語を用いた情報発信」を明

記してほしい。（同様意見ほか１件） 

第７条「区の施策」で「手話が言

語であることの普及」を定めていま

す。今後、手話言語を使った情報発

信について、障害当事者や障害者団

体等のご意見を伺いながら、検討し

ていきます。 

△ 

44 

「意思疎通を支援できる人材の

確保および養成」を追加してほし

い。人材の育成には時間がかかるた

め、今まさに困っている人のため

に、早急に意思疎通に関わる人材育

成に着手することが必要だと考え

る。（同様意見ほか１件） 

区はこれまでも、国の定める地域

生活支援事業により、手話講習会の

実施など、意思疎通を支援する者の

養成に取り組んでいます。 

現在、盲ろう者や失語症などの支

援等は都が実施しています。今後、

都と連携し、意思疎通を支援する人

材の育成や確保に努めます。 

△ 

 



14 

 

45 

介助者も意思疎通の大切な手段

であるということを理解してほし

い。 

多様な意思疎通手段の定義につ

いては、必要とする手段は一人一人

異なることから、幅広く捉えるとと

もに、具体的な手段が伝わるよう例

示して規定しています。介助者が意

思を汲み取り、確認することで意思

疎通を図っている方がいることを

認識しています。今後作成する障害

者とのコミュニケーションガイド

ブックの中で、意思疎通を支援する

方々を周知します。 

〇 

46 

手話通訳と同様、情報保障技術と

対人支援技術を専門的に学んだ要

約筆記者の活用と要約筆記の周知

を望む。いつでも、どこでも、誰も

が利用できる意思疎通支援事業を

望む。 

区はこれまで、手話通訳者の派遣

のほか、要約筆記者の派遣等に取り

組んでいます。条例制定を機に、意

思疎通支援事業について改めて周

知を行います。 

△ 

47 

身体介護を受けていても、ヘルパ

ーが失語症のことを知らないと、う

まく支援が受けられないことがあ

る。会話パートナーが日常生活の支

援をできるような仕組みを考えて

ほしい。 

障害者の地域生活を支える上で

は、障害のある方とヘルパーなどの

介助者とのコミュニケーションが

重要です。今後、障害当事者や障害

者団体等のご意見を伺いながら、失

語症の方の意思疎通支援を充実す

るための取組を検討していきます。 

△ 

48 

「聴覚障害の方がコンビニで飲

み物を頼んでホットかアイスか、店

員に聞かれていることがわからず、

希望を伝えられなかった」「視覚障

害の方が、コンビニで今あるおでん

の具をひとつひとつ教えてもらっ

た」「靴下が同じものがはけている

のか、洋服がおかしくないかを教え

てもらえるアプリがある」等の事例

を区民に周知することが、意思疎通

を支援することを心がけるきっか

けとなると思う。啓発リーフレット

等に事例を盛り込んでほしい。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。その中で、様々な事例を取り上

げます。 

△ 
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49 

コミュニケーションガイドブッ

クを使って、少しでも暮らしやすい

社会になったらうれしい。お願いす

るだけでなく、障害当事者自身も地

域のためにできることをしたいと

いう気持ちも伝えたい。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。地域での障害のある方のコミュ

ニケーションが広がることで、社会

参加が進むよう取り組みます。 

△ 

50 

知的障害のある方には、丁寧にゆ

っくり話してもらうことが大切。お

店など事業者の理解が必要となっ

てくるので、ガイドブックには期待

したい。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。地域での障害のある方のコミュ

ニケーションが広がることで、社会

参加が進むよう取り組みます。 

△ 

51 

言葉を使う方でも、必ずしも言葉

のみで意思を伝えられたり、受け取

れたりするわけではないというこ

とを知ってほしい。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。その中で、意思疎通手段の具体

的内容や知的障害など多様な障害

の特性についても周知します。 

△ 

52 

メニュー表のようなコミュニケ

ーションボードなどは有効だと思

う。知的障害のある方には、ツール

も大事だが、分かりやすく説明し、

意思を確認してくれるような人的

な支援が大切だと思う。事業者に対

しての意思疎通の仕方を教える研

修が必要だと思う。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。その中で、意思疎通手段の具体

的内容や知的障害など多様な障害

の特性についても周知します。 

△ 

53 

コンビニなどで買うコーヒーの

サイズがＳ、Ｍ、Ｌで「Ｓ」と言わ

れても大きさが分からないことが

ある。飲み物の大きさは、メーカー

によっても違う。実際に見て確かめ

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

△ 
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られることが大切。 す。地域での障害のある方のコミュ

ニケーションが広がることで、社会

参加が進むよう取り組みます。 

54 

ＩＣＴを利用する際に、新たに有

料のアプリを購入したり、アプリを

更新する時に費用が必要な場合が

ある。そうした費用を日常生活用具

として補助してほしい。 

心身障害者福祉センターでは、令

和５年１月から、視覚障害や聴覚障

害、難病、脳性麻痺等の方などを対

象に、スマホやタブレット等のＩＣ

Ｔを活用した情報支援機器の相談・

体験や貸出、操作方法のサポート等

を行います。必要とされる情報支援

機器の把握に努め、日常生活用具の

拡充を含めた支援の充実を検討し

ていきます。 

△ 

55 

意思疎通のためのＩＣＴがあっ

ても活用できない人がいると思う。

気軽に聞けるような支援体制がほ

しい。 

心身障害者福祉センターでは、令

和５年１月から、視覚障害や聴覚障

害、難病、脳性麻痺等の方などを対

象に、スマホやタブレット等のＩＣ

Ｔを活用した情報支援機器の相談・

体験や貸出、操作方法のサポート等

を行います。 

△ 

56 

ＩＣＴを使えない人の相談をき

ちんと受けてほしいと思う。活用で

きる人との差が広がらないように

してほしい。 

心身障害者福祉センターでは、令

和５年１月から障害のある方のＩ

ＣＴを活用した情報支援機器の利

用支援を開始します。どんな機器が

自身に合うのか分からない、使い方

が分からない等のお困りごとにつ

いても、ご相談を受け付けます。 

△ 

57 

重症心身障害でも、ＩＣＴの活用

が今後広がればよいと思う。 

心身障害者福祉センターでは、令

和５年１月から、視覚障害や聴覚障

害、難病、脳性麻痺等の方などを対

象に、スマホやタブレット等のＩＣ

Ｔを活用した情報支援機器の相談・

体験や貸出、操作方法のサポート等

を行います。また、重症心身障害者

の情報支援機器の利用を促進する

ため、障害者施設の職員等を対象と

した情報支援機器の研修を実施し

△ 
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ます。 

58 

コロナ禍において、学校では一人

一台タブレットが配布されてオン

ライン化が進んだと思う。障害者も

対面による活動が制限されたため、

障害者も活用できるような取組を

してほしい。 

障害のある方のコミュニケーシ

ョンの幅を広げるため、障害のある

方を対象とした操作方法やＳＮＳ

について学ぶスマホ教室を東京都

と連携し実施しました。引き続き、

障害のある方のデジタル活用を支

援するため、障害者地域生活支援セ

ンターにおいて、スマホ教室を実施

します。 

△ 

59 

税の申告など、ネットでの手続き

が増えている。ホームページのリテ

ラシーの問題で視覚障害者が手続

きできるのかということもあるが、

そもそもネット手続きの操作が難

しい方もいる。そうした方への支援

が必要。 

障害のある方のコミュニケーシ

ョンの幅を広げるため、障害のある

方を対象とした操作方法やＳＮＳ

について学ぶスマホ教室を東京都

と連携し実施しました。引き続き、

障害のある方のデジタル活用を支

援するため、障害者地域生活支援セ

ンターにおいて、スマホ教室を実施

します。 

△ 

60 

ネットでのサービス利用登録の

時、セキュリティ認証がある。イラ

ストを選んだり、数字やアルファベ

ットを入力したりするが、視覚障害

の場合できない。こうした現状を理

解してＩＣＴに関する取組を検討

してほしい。 

今後、障害当事者や障害者団体等

のご意見を伺いながら、視覚障害者

の情報支援について検討していき

ます。 

△ 

61 

ＵＤトークなどＩＣＴを活用し

た手段については、使い方を含めて

研修などで広めてほしいと思う。 

障害のある方のコミュニケーシ

ョンの幅を広げるため、障害者地域

生活支援センターにおいて、障害の

ある方を対象とした操作方法やＳ

ＮＳについて学ぶスマホ教室を東

京都と連携し実施しました。引き続

き、障害のある方のデジタル活用を

支援します。 

△ 

62 

情報支援機器など様々な手段が

あるが、その人に合った手段を複数

の中から選べるということが大切

心身障害者福祉センターでは、令

和５年１月から障害のある方のＩ

ＣＴを活用した情報支援機器の利

△ 
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だと思う。 用支援を開始します。視覚障害や聴

覚障害、難病、脳性麻痺等の方など

を対象に、情報支援機器の相談・体

験や貸出、操作方法のサポート等を

行います。 

63 

脳性麻痺による言語障害がある

方は、第三者に慣れるまで時間がか

かる。意思疎通のための機器の使用

を進めると同時に、障害者自身が、

自分の意思の伝達方法を見つける

ようにしていくと良いと思う。 

心身障害者福祉センターでは、令

和５年１月から障害のある方のＩ

ＣＴを活用した情報支援機器の利

用支援を開始します。視覚障害や聴

覚障害、難病、脳性麻痺等の方など

を対象に、情報支援機器の相談・体

験や貸出、操作方法のサポート等を

行います。 

△ 

64 

スマホを持っていない人でも、メ

ールはみんな使っている。資料など

はＰＤＦだけでなくテキストデー

タを提供してほしい。テキストデー

タがあれば、パソコンのソフトなど

で読み上げることで、音声による情

報が得られる。視覚障害者も同じ情

報にアクセスできるようにしてほ

しい。 

区ではホームページで会議資料

等を公表する際、ＰＤＦデータと併

せてテキストデータによる提供に

も取り組んでいます。 

今後、障害当事者や障害者団体等

のご意見を伺いながら、視覚障害者

の情報支援について検討していき

ます。 

△ 

65 

手話は地域性があり、育った環境

などによって特徴が異なる。初めて

会う手話通訳者だと伝わりにくい

ということがある。そのようなこと

も理解してほしい。 

この条例では、手話が言語である

ことの理解を広めます。今後、障害

当事者や障害者団体等のご意見を

伺いながら、手話言語の普及のため

の取組を検討していきます。 

△ 

66 

遠隔手話通訳が開始されても、手

話通訳者設置は減らさないでほし

い。 

聴覚障害のある方の意思疎通を

支援する取組について、手話通訳者

設置・派遣等を行ってきました。加

えて、令和４年 10 月から全ての庁

内窓口において手話オペレーター

による遠隔手話通訳を新たに開始

します。 

今年度の手話通訳者設置状況に

変更はありません。今後の対応につ

いては、利用状況や利用者の声など

△ 
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を踏まえて検討していきます。 

67 

遠隔手話通訳は対面による手話

に代わるものでないということは、

これまでも長く要望してきた。対面

でやり取りしたいという思いが強

いことを理解してほしい。 

聴覚障害のある方の意思疎通を

支援する取組について、手話通訳者

設置・派遣等を行ってきました。加

えて、令和４年 10 月から全ての庁

内窓口において手話オペレーター

による遠隔手話通訳を新たに開始

します。 

今年度の手話通訳者設置状況に

変更はありません。今後の対応につ

いては、利用状況や利用者の声など

を踏まえて検討していきます。 

△ 

68 

区からの送付物に音声コードを

付けるということだが、バーコード

を読み取って、手話による説明動画

が流れるというような、手話で伝え

る取組も検討してほしい。 

第７条「区の施策」で「手話が言

語であることの普及」を定めていま

す。今後、手話言語を使った情報発

信について、障害当事者や障害者団

体等のご意見を伺いながら、検討し

ていきます。 

△ 

69 

区の送付物に音声コードを添付

することになっているが、使ってい

る人は少ないのが現状だと思う。音

声コードを付けたら、視覚障害者、

誰にでも伝わるということではな

いことを理解してほしい。 

音声コードは、後天的に視力を失

った方や識字障害、日本語が読めな

い方にもすぐに対応できる手段と

して導入しました。 

この事業を開始する際には、練馬

区視覚障害者福祉協会のご意見を

伺い、音声コードの活用が困難な方

への対応として送付物への点字シ

ールの添付や事前に送付物が来る

ことをお知らせする電子メールを

送付するサービスも併せて開始し

ました。 

今後も、障害当事者や障害者団体

等のご意見を伺いながら、意思疎通

支援や情報保障を充実するための

取組について検討していきます。 

□ 

70 

重い自閉症の人など、言葉で伝え

られず何を考えているか理解が難

しい。そうした人のことも理解しよ

条例検討の中で、各障害者団体か

ら障害によるコミュニケーション

の困難さは様々であり、手話だけで

○ 
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うとすることが必要。 なく広く扱ってほしいとの意見が

ありました。ご意見を踏まえて、障

害者の意思疎通手段を広く捉えた

条例としています。また、障害者に

ついても広く定義しています。条例

制定を機に、様々な障害のある方に

対する意思疎通手段の充実に取り

組み、共生社会の実現を目指しま

す。 

71 

障害理解の取組を進めていくに

は、商店街などの事業者との話し合

いが必要だと思う。 

この条例では、施策の実施に当た

り、区民および事業者と協働して取

り組むこととしています。区は今

後、区民・事業者向けに、様々な生

活場面ごとに具体例を示した障害

者とのコミュニケーションガイド

ブックを作成し、ガイドブックを活

用した講座等を実施します。その中

で、意思疎通手段の具体的内容や障

害の特性についても周知します。 

〇 

72 

コンビニなどで耳マークを見せ

るとやり取りがスムーズになる。耳

マークについて理解を広めてほし

い。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。その中で、意思疎通手段の具体

的内容や障害の特性についても周

知します。 

△ 

73 

立場が違うと必要な支援も違う。

どのような障害のある人にとって

も、暮らしやすくなるような取組だ

とよいと思う。 

条例検討の中で、各障害者団体か

ら障害によるコミュニケーション

の困難さは様々であり、手話だけで

なく広く扱ってほしいとの意見が

ありました。ご意見を踏まえて、障

害者の意思疎通手段を広く捉えた

条例としています。また、障害者に

ついても広く定義しています。条例

制定を機に、様々な障害のある方に

対する意思疎通手段の充実に取り

○ 
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組み、共生社会の実現を目指しま

す。 

74 

誰にとっても暮らしやすくなる

取組だとよい。 

条例検討の中で、各障害者団体か

ら障害によるコミュニケーション

の困難さは様々であり、手話だけで

なく広く扱ってほしいとの意見が

ありました。ご意見を踏まえて、障

害者の意思疎通手段を広く捉えた

条例としています。また、障害者に

ついても広く定義しています。条例

制定を機に、様々な障害のある方に

対する意思疎通手段の充実に取り

組み、共生社会の実現を目指しま

す。 

○ 

75 

障害のある方が、それぞれコミュ

ニケーションに困難を抱えている

ということを区民に広げていくこ

とが重要だと思う。そのような視点

で取組を進めてほしい。 

条例検討の中で、各障害者団体か

ら障害によるコミュニケーション

の困難さは様々であり、手話だけで

なく広く扱ってほしいとの意見が

ありました。ご意見を踏まえて、障

害者の意思疎通手段を広く捉えた

条例としています。また、障害者に

ついても広く定義しています。条例

制定を機に、様々な障害のある方に

対する意思疎通手段の充実に取り

組み、共生社会の実現を目指しま

す。 

○ 

76 

取組を始める前に、当事者団体と

意見交換をしながら進めていって

ほしい。 

第８条「意見の聴取」において、

必要に応じて障害者その他の関係

者から意見を聴取し、その意見を反

映するよう努めることを定めてい

ます。障害のある方々とともに取組

を進めます。 

〇 

77 

条例により障害者に対する区民

の意識を変えていくことは必要だ

と思うが、障害種別ごとの具体的な

支援方法などの事例を広めること

が大切である。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

△ 
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す。その中で、意思疎通手段の具体

的内容や障害の特性についても周

知します。 

78 

ヘルプマークを付けるのを嫌が

る方もいて、支援がほしいと伝えら

れない方もいる。障害者を支援する

ことが当たり前の世の中になると

よいと思う。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。その中で、意思疎通手段の具体

的内容や障害の特性についても周

知します。 

△ 

79 

失語症は、自分の思っていること

をうまく表現できない特性がある。

そうしたことを理解してほしい。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。その中で、意思疎通手段の具体

的内容や障害の特性についても周

知します。 

△ 

80 

区民に対して、障害者の生活への

理解を広げるには、体験が大切。子

供だけでなく、教員や区の職員にも

障害の体験をしてほしいと思う。 

区は、障害者団体と協力して、区

立小中学校を対象に訪問授業を行

っているほか、区職員向けの研修を

実施しています。その中で、様々な

障害当事者による講演を行うなど

取組内容を工夫しながら、障害理解

を進めていきます。 

□ 

81 

当事者が体験の場に参加するこ

とで社会参加につながる。ボランテ

ィアでなく、報酬など金銭的な補助

や保障があると、より社会参加とい

うことになると思う。 

この条例は、障害者の社会参加を

促進し、障害の有無にかかわらず誰

もが人格と個性を尊重し合いなが

ら共生する社会の実現を目指して

います。 

引き続き、社会参加の促進につい

て障害のある方々とともに取組を

検討していきます。 

△ 

82 

手話について、指文字だけでも国

語または生活の授業などで行うと

よい。就学前にできればなおよい。 

総合の時間等を通して、それぞれ

の学校ごとに障害理解に取り組ん

でいます。また、区は、障害者団体

△ 
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と協力して、区立小中学校を対象に

訪問授業を行っています。今後、機

会を捉えて、保育園や幼稚園の職員

に対し周知を行い、それを契機に幼

児への障害理解につなげていきま

す。 

83 

音声言語を自然に身につけると

きと同じく、聴覚障害のある子ども

が生まれたときに視覚言語である

手話言語を自然に身につけること

が重要なため、聞こえる親に手話言

語に関する支援が必要ではないか。 

この条例では、手話が言語である

ことを普及することとしています。

今後、障害当事者や障害者団体等の

ご意見を伺いながら、手話言語への

理解を促進するための取組を検討

していきます。 

△ 

84 

高校や大学で「手話言語」を必須

学科として手話言語を学習し、「ろ

う」についての理解を深めることや

コミュニケーションの方法等を身

につけるための取組が必要ではな

いか。高校や大学で「手話言語」を

必須学科として手話言語通訳技術

を身に付け、若い手話言語通訳者を

増やしていくことが重要ではない

か。 

この条例では、手話が言語である

ことを普及することとしています。

今後、障害当事者や障害者団体等の

ご意見を伺いながら、手話言語への

理解を促進するための取組を検討

していきます。 

△ 

85 

区役所、区立施設、病院、銀行、

郵便局、学校などで職員に基本的な

手話を覚えてほしい。ろう者が社会

参加するだけでなく、社会参画や社

会貢献を望む時に、手話言語で聞こ

える人と直接対話や会話等ができ

ることが重要ではないか。（同様意

見ほか１件） 

この条例では、手話が言語である

ことを普及することとしています。

今後、障害当事者や障害者団体等の

ご意見を伺いながら、手話言語への

理解を促進するための取組を検討

していきます。 

△ 

86 

手話言語に触れ合いながら学ぶ

ことが重要。手話言語とは何かを正

確に学ぶことで、聞こえる子どもが

学校生活で聞こえない子どもとお

互いに通じ合えることができるの

ではないか。 

区立学校においては、例えば小学

校第５学年の国語でコミュニケー

ションを図る手段の一つとして手

話について学習しています。また、

第６学年の道徳では、聴覚障害のあ

る父親と子どもが手話で心を通わ

せる読み物教材を通して、家族愛に

□ 
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ついて考える学習をしています。こ

うした取組を通じて、手話言語や多

様な人々との交流について、子ども

の発達段階に応じた学習を進めて

います。 

87 

デジタル補聴システムの活用、学

校生活における必要性の認識を浸

透させてほしい。 

現在、難聴通級指導学級におい

て、デジタル補聴システムを一部活

用しています。意思疎通を行う手段

は一人一人異なるため、今後も、障

害当事者や障害者団体等のご意見

を伺いながら、デジタル補聴システ

ムの活用を含め、意思疎通支援を充

実するための取組を検討していき

ます。 

□ 

88 

学校において、遠隔情報保障およ

び要約筆記を引き続き継続、利用で

きる環境をお願いしたい。 

学校における情報保障は、引き続

き実施していきます。 

□ 

89 

このコロナ禍でのマスクの使用

にて、口元が見えず聞こえにくさで

苦しむ 児童・生徒が非常に増えて

いる。口元の見えるマスクの活用を

お願いしたい。 

区立小中学校においては、児童生

徒の状況に応じて、口元の見えるマ

スクなどを活用しています。 

□ 

90 

字幕を使用した授業の実施をお

願いしたい。字幕を入れた教材を積

極的に先生方に導入いただきたい。 

区は、区立学校の教室に電子黒板

やプロジェクターを配備し、動画教

材等を視聴できる環境を整備して

います。また、タブレット端末を児

童生徒一人ひとりに貸与し、各家庭

においても動画教材を視聴して学

習することが可能になりました。 

現在、「NHK for School」をはじ

め、動画教材が多く配信されてお

り、字幕機能がついているものもあ

ります。動画教材は学習効果も高

く、授業での活用も年々増えていま

す。今後も学校での積極的な活用を

促していきます。 

□ 
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91 

学校の先生たちに難聴児の状況

を知ってもらい、必要な配慮をお願

いするときにこの条例を伝えるこ

とで、学校でも取組が進めばよいと

思っている。 

本条例については、校長会等の機

会を通じて各学校に周知していき

ます。 

〇 

92 

手話言語の啓発等のために、手話

動画の作成、イベントの開催など、

幅広く区民に手話について知って

もらう機会をつくり、手話言語を学

ぶきっかけを作ることが重要では

ないか。 

この条例では、手話が言語である

ことを普及することとしています。

今後、障害当事者や障害者団体等の

ご意見を伺いながら、手話言語への

理解を促進するための取組を検討

していきます。 

△ 

93 

警察官や町の人たちが、障害のあ

る人のことを知ってくれる機会が

あるといい。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。その中で、意思疎通手段の具体

的内容や障害の特性についても周

知します。 

△ 

94 

「支援して」ということだけでな

く、障害者自身も何ができるか考え

ていくことが必要だと思う。 

区は今後、区民・事業者向けに、

様々な生活場面ごとに具体例を示

した障害者とのコミュニケーショ

ンガイドブックを作成し、ガイドブ

ックを活用した講座等を実施しま

す。地域での障害のある方のコミュ

ニケーションが広がることで、社会

参加が進むよう取り組みます。 

△ 

95 

お店の前に段差があって入れな

いこともある。障害者に理解のある

お店だとしても、入れなかったら利

用できないので、ハード面に関する

取組も大切だと思う。 

 店舗・診療所等の新築や用途変更

等の際には、出入口の段差や歩道と

の段差について協議し、できるだけ

段差が生じないように指導してい

ます。また、既存の店舗等について

は、段差解消工事の費用助成やスロ

ープの貸し出しも実施しています。 

合理的配慮を含めたバリアフリ

ー整備の理解促進のため、区民や設

計者、施工者等を対象とした研修会

□ 
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を実施しています。 

96 

条例というと堅苦しく思う人も

多い。伝わりやすい周知をお願いし

たい。 

今後、条例の周知を行う際、リー

フレットの作成等、分かりやすい情

報提供に努めます。 

△ 

97 

手話言語をどのように普及して

いくかということは、ろう者も含め

て一緒になって活動していくとい

う、ろう者の参画を大切にしてほし

い。 

この条例では、手話が言語である

ことを普及することとしています。

今後、障害当事者や障害者団体等の

ご意見を伺いながら、手話言語への

理解を促進するための取組を検討

していきます。 

△ 

98 

障害への理解は、警察や消防、自

衛隊の人々にも広げてほしい。災害

時や緊急時に対応する人が理解し

てくれることが安心につながる。 

災害時や緊急時に対応を担う警

察や消防、自衛隊といった組織にも

本条例を周知し、障害者への理解を

深めていきます。 

△ 

99 

発災時、避難拠点病院や医療救護

所、避難所には、身体障害者に対し

て意思疎通の支援ができるスタッ

フを必ず配置してほしい。 

避難拠点における障害のある方

の受入れについては、避難拠点運営

マニュアルに定め、校内放送などの

音声による案内や筆談を行うなど

の配慮を運営連絡会に呼びかけて

います。福祉避難所では、運営ガイ

ドラインで定めた受入チェック表

に、コミュニケーション方法の記載

欄を設けるなど、災害時の意思疎通

の重要性を認識しています。 

引き続き、障害者団体等のご意見

を伺いながら、取組の充実を検討し

ていきます。 

△ 

100 

今後、災害時の障害者の意思疎通

について、区の取組を明らかにする

ことを求める。 

区では、身体障害や知的障害、精

神障害のある方に向けて作成した

防災リーフレット「災害にそなえ

て」で災害時の情報伝達手段や避難

方法について案内しています。 

避難拠点では、障害のある方の受

入れ方法などを運営マニュアルに

定め、運営連絡会に配慮を呼びかけ

ています。また、聴覚障害のある方

との意思疎通を行うため、全避難拠

△ 
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点に筆談ボードを配備しています。 

引き続き、障害者団体等のご意見

を伺いながら、取組の充実を検討し

ていきます。 

その他 

101 

はじめて区から、素案について説

明してもらった。資料にふりがなが

ふってあったので、分かりやすかっ

た。参加してよかった。 

区は、合理的配慮の提供として、

障害のある方からの申し出に応じ

て、障害特性に応じた資料作成に努

めています。 

○ 

102 

自分たちの想いを伝えるために

今回のような素案を説明してもら

う機会が必要だと思った。 

条例検討に当たっては、（仮称）意

思疎通条例検討部会を設置し、聴覚

障害や視覚障害、知的障害、高次脳

機能障害などのある方々とともに、

条例に盛り込むべき内容や関連事

業について検討を進めてきました。

素案公表に当たり、障害者団体を対

象に素案を説明し、ヒアリング行い

ました。 

引き続き、障害のある方々ととも

に取組を進めます。 

○ 

103 

隣近所とやり取りがあって助け

合える関係性があるとよいと思う。

つながりを大切にする共生社会づ

くりについても、区として取り組ん

でほしい。 

この条例は、障害者の社会参加を

促進し、障害の有無にかかわらず誰

もが人格と個性を尊重し合いなが

ら共生する社会の実現を目指して

います。 

○ 

104 

手話がわからない難聴児者もい

る。同じ障害でも、対応は様々であ

ることを理解し、その人に合ったサ

ポートや配慮がなされる社会であ

ることを願う。 

この条例では、必要とする手段は

一人一人異なることから、意思疎通

手段について幅広く捉えています。 

条例制定を機に、当事者団体等の

意見を伺いながら、意思疎通支援を

充実するための取組を検討してい

きます。 

○ 

105 

手話を知らなくても、こんにちは

と手を振り微笑みかけるだけで、ろ

う者は安心すると思う。障害の有無

にかかわらず、誰でもできること

を、誰もが心がけて実行すれば何か

区民および事業者の役割は、基本

理念への理解を深め、区が実施する

施策に協力するよう努めることと

しています。区は今後、区民・事業

者向けに、様々な生活場面ごとに具

△ 
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が変わると思う。 体例を示した障害者とのコミュニ

ケーションガイドブックを作成し、

ガイドブックを活用した講座等を

実施します。その中で、意思疎通手

段の具体的内容や障害の特性につ

いても周知します。 

106 

手話は聞こえない方々にとって

私たちの言語と同じ重さを持つ。ろ

う者にとっては、心に入る言語。筆

談では、得られない自然な言語と感

じる方々が多い。 

本条例では、第３条「基本理念」

や第７条「区の施策」において、手

話言語の普及について定めます。 

○ 

107 

今後、区にはこの条例に基づき、

意見表明の機会が限られていた人

たちの意見も区政に生かす責務が

ある。審議会・協議会の公募の方法

や運営方法、区民意識意向調査の方

法の変更などといった具体策が求

められる。そのため条例提案に当た

っては、区のさまざまな運用規定の

変更案も同時に示すべきである。 

区はこれまでも、会議等への参加

を障害の有無によって制限してい

ません。障害者差別解消法でも合理

的配慮の提供は、区に対し義務付け

られており、必要な配慮は今後も行

っていきます。運用規定の変更は、

必要な場合に行います。 

□ 

108 

条例を作った後は、条例に基づく

事業などの進捗状況を教えて欲し

い。 

今後、本条例に基づき実施する関

連事業については、障害者地域自立

支援協議会において、実施状況の報

告等を行う予定です。 

△ 

109 

条例の中に、見直し条項を入れる

と良いと思う。 

条例の内容の見直しについては、

条例の施行状況や社会状況の変化、

国の動向等を踏まえ、必要な場合に

行います。 

※ 

110 

地域における合理的配慮が足り

ないと感じる。この条例において、

合理的配慮という言葉を使ってほ

しい。 

合理的配慮の提供は、「障害者差

別解消法」および「東京都障害者へ

の理解促進及び差別解消の推進に

関する条例」において、行政機関や

民間事業者に対して義務化されて

います。障害による差別の解消に向

け、出前研修等の周知啓発に取り組

みます。 

－ 
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111 

選挙の投票の際、重症心身障害児

（者）は、初めて会う人とのコミュ

ニケーションに困難を伴うので、支

援者が同行し代筆できるとよい。 

選挙管理委員会では、投票所従事

職員向けの手引きの中に、「障害者

や介護が必要な方への対応方法」を

掲載し、適切な対応を行うよう指導

しています。一方、職員だけでは対

応が困難な場面では支援者に同行

を求めるケースもありますが、代筆

については公正性を保つためにも

職員が行います。 

－ 

112 

条例案の検討では、聴覚障害者、

視覚障害者、知的障害者、高次脳障

害者が検討部会に参加した際には

文言にルビや注釈を加え、可能な限

り表現を平易にした。障害当事者に

とってわかりやすい資料を作成し、

会議での意見を述べることができ

たことを評価する。また、障がい者

団体からの意見聴取をおこなった。

しかし、パブリックコメントでは、

点字や拡大文字、ルビ付き資料につ

いて「担当まで個別に相談して欲し

い」とあるばかりで、ＨＰから直接

見ることができなかった。ＨＰに点

字やルビ付きの「条例案」を掲載し、

各自がダウンロードできるように

して個人からの意見も提出しやす

くすべきであった。今後、条例につ

いては、音声付やルビ付きのものも

ＨＰに掲載することを検討すべき

である。 

条例検討に当たって、（仮称）意思

疎通条例検討部会を設置し、聴覚障

害や視覚障害、知的障害、高次脳機

能障害などのある方々と共に、条例

に盛り込むべき内容や関連事業に

ついて検討を進めてきました。参加

した委員からの申し出に応じ、平易

な表現の資料作成など、障害の特性

に応じた配慮を行いました。 

素案公表に当たっては、必要な配

慮は一人一人異なり、個々に対応す

ることから、申し出によって障害の

特性に応じた配慮を行うこととし

ています。条例の周知を行う際にも

分かりやすい情報提供に努めます。 

△ 

113 

超党派議員連盟による「障害者情

報アクセシビリティ・コミュニケー

ション施策推進法案」が、今年の国

会に提出される動きがあると聞い

た。国会で新法が成立した場合に

は、練馬区でもその法律に照らし合

わせた対応を期待する。 

「障害者による情報の取得及び

利用並びに意思疎通に係る施策の

推進に関する法律」は、令和４年５

月 25 日に公布・施行されました。

この法律は、障害者による情報の取

得利用・意思疎通に係る施策を総合

的に推進し、共生社会の実現に資す

－ 
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ることを目的としており、区の取組

を後押しするものと考えています。 

引き続き、国の動向を踏まえ、意

思疎通支援を充実するための取組

を進めてまいります。 

 


